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私は、本プログラムを自大学からの連絡網を通じて知りました。参加を希望した理由は、自分自身の英語力

を鍛え上げ、国際化している現代の医療界でも通用する実力を目指すきっかけになるプログラムだと思った

ためです。 

 

実際に参加してみた率直な感想としては、他では得られない多くの経験や刺激を得ることのできた濃厚な 5

日間だったというものになります。 

 

まず、プログラムの内容について述べさせて頂きます。ホームページに掲載されている通り、本プログラム

では、日本では中々実施されていない PBL 形式の授業と、英語での問診と症例発表の機会を得られます。 

前者の PBL 形式の授業では、問診・症状から症例について、鑑別疾患を挙げ、今後の方針をみんなで討論

し、自分の持っている知識や情報を共有し合うということを行います。このプロセスを通じて、実際の現場

に即した考え方、一つ一つの症例に対する深い理解を学習する事ができました。このような主体的な学習方

法は、日本の医学教育では実践されることの少ない講義形式だったので、アメリカの医学生がどのような教

育過程を経て医師になるのかを知ることができ、日本の医療教育との違いや両者のメリット・デメリットに

ついて想いを巡らせる機会になりました。 

後者の英語での問診の取り方、症例発表については、自分自身の英語力から取り組む当初は不安が強くあり

ました。しかしながら、プログラム期間中、毎日たくさんの英語を浴び、発表に適した「型」を学び、現地

の先生方からの優しくも的確なフィードバックを頂いている内に、そうした不安は払拭されていきました。

最後の方には、問診を取った後にすぐにプレゼンができるようにまでなり、自分の成長を実感できた喜びが

心に残っております。また、事前の配布資料やプログラム当日に、様々な医療英語を学び、英語での症状・

疾患の表現方法や語句を知ることが出来たことも大きな収穫の一つになります。 

PBL や英語での症例発表も、日本の医療教育だけでは学べない事が多く、これを 5 日間に渡り集中的に没

頭する環境に身を置くことができただけでも、このプログラムへ参加した事に非常に意義があったと感じま

した。 

 

次に本プログラムを通じて関わった方々から得た刺激について述べさせて頂きます。 

本プログラムには、実際にアメリカで働くことを志す方や、自分のように将来的に必要な英語力を鍛えたい

という方が多く、そうした方々の実力、医療英語に対する勉強の姿勢をまざまざと見せつけられました。こ

の刺激は、今後の英語や医学を勉強するモチベーションへと成り、今後の自分の成長に繋がる出会いだった

と思っております。 

 

そして最後にはなりますが、本プログラムを通じ、関わって頂いた先生方、現地校の皆様、そして日米医学

交流財団のご担当者様へ、このような貴重な経験をさせて頂いた事を、心から感謝申し上げます。今後、こ

の経験を活かし医師としてより多くの研鑽を積んで参ります。 

 


